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委員会活動報告

　当委員会では、２月６日に工事完了前の新学校給食セン
ターと中央公民館を視察調査した。学校給食センターでは
公民館と併設のため、衛生面の安全性や食材の安全、従業
員の導線や内装の仕上がり状況などを確認した。現在の学
校給食センターと比べるとかなり安全性が高まり、２階か
ら調理の様子が見学できるなど児童生徒の食育に期待する。
　また、中央公民館では、公民館利用者の安全な導線の確
保や多目的ホール・各部屋の使い勝手などを確認した。
　今回の研修は、長年町民の皆様からの要望である学校給食センターの建設環境整備と、生涯
学習の公民館設置を確認することができ、大変有意義な研修だった。

次期任期の総務常任委員会への申送り事項として、
◎防災・減災活動について
①担当課より提出の防災倉庫内備蓄品について精査を依頼。
②三芳町議会災害行動マニュアルに沿った平時の防災・減災
活動に関する活動を委員会が主体となり実施する事を依頼
◎議員報酬について
　平成８年以降16年間議員報酬の見直しが実施されておらず、近隣の自治体と比較して大幅な
乖離が見られる中、調査研究を実施したが、検討期間が短かいことと根拠データの不足も有り、
委員は「概ね報酬を引上げるべき」との意見であったが、引き続き検討をする事が望ましいとした。

結論
　現在の定数 15名は適正ではない。
　適正な定数については増やすべき、減らすべきと意見が分
かれ協議の結果、合意には至らなかった。
理由
　地方自治法では採決の際、可否同数の時は議長が決する
こととしているが、議員定数が奇数の場合は議長判断とな
る機会が多く、公平な議事進行の立場から好ましくない。
　よって議員定数は偶数が適正であるなど。
審議経緯
　平成 26年 12 月に当特別委員会が設置されてから竹間沢公民館での出張委員会を含む計 5
回の審議で、全国の同規模議会の定数や活動状況を調査し、また識者の文献や傍聴者の意見を
参考に検討した。

厚生文教常任委員会　所管事務調査

総務常任委員会

三芳町議員定数適正化検討特別委員会

委員会活動報告

学校給食センターの視察

出張委員会

庁舎内設備調査
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施政方針に対する代表質問

問

財
政
構
造
の
硬
直
化
の
改
善
と

健
全
な
行
財
政
運
営
の
た
め
に
平
成

25
年
に
２
カ
年
計
画
で
脱
財
政
硬
直

化
宣
言
「
三
芳
町
緊
急
行
財
政
対
策

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
平
成
25
年
度

は
目
標
を
達
成
し
、
平
成
26
年
度
も

達
成
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
脱
財
政
硬
直
化
宣
言
で
は
平
成

27
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
。

問

厳
し
い
財
政
状
況

が
続
き
、
右
肩
上
が
り
の

経
済
成
長
が
期
待
で
き
な

い
な
か
、
地
方
自
治
体
は

「
身
の
丈
に
あ
っ
た
予
算

の
取
捨
選
択
」
の
時
代
と

あ
る
。
近
年
の
予
算
規
模

は
税
収
が
伸
び
悩
む
な
か

で
も
総
額
は
着
実
に
伸
び

て
い
る
。
三
芳
町
の
身
の

丈
に
あ
っ
た
予
算
規
模
は

ど
の
く
ら
い
と
考
え
て
い

る
か
。

問

第
5
次
総
合
計
画

策
定
で
は
、
住
民
参
加
と

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

問

町
政
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い

て
「
三
芳
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
す
る
中
で
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
が
実

施
さ
れ
る
。
消
費
喚
起
・
生
活
支
援

型
の
２
事
業
で
、
当
町
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
や
結
婚
・
出

産
の
お
祝
い
商
品
券
等
の
交

付
を
選
択
さ
れ
た
理
由
と
効

果
は
。

問

地
域
創
生
先
行
型
事
業

と
し
て
３
事
業
を
選
択
さ
れ

た
理
由
と
効
果
は
。

問

行
財
政
改
革
を
推
進
す

る
中
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
持
続
可
能
な
財
政
運

営
に
対
す
る
考
え
は
。

問

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
基
本
計
画
に
基
づ
く
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
具
体
的
な
計
画

及
び
整
備
に
か
か
る
費
用

は
。問

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

は
。問

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
フ

ル
イ
ン
タ
ー
化
の
中
長
期
的

施政方針に対する代表質問

の
手
法
が
重
要
だ
と
言
っ
て
い
る
。

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
を
し
て
い
る
社

会
状
況
の
な
か
で
、
8
年
後
の
三
芳

町
の
将
来
像
を
ど
う
作
っ
て
い
く
の

か
。
ま
た
キ
ー
ワ
ー
ド
（
最
重
要
課

題
）
と
な
る
こ
と
は
何
か
。

問

計
画
期
間
8
年
の
第
5
次
総
合

計
画
と
政
府
が
打
ち
出
し
た
5
カ
年

計
画
の
地
方
創
生
事
業
は
重
な
る
部

分
も
多
い
。
こ
の
2
つ
の
計
画
等
を

ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
策
定
し
て
い

く
の
か
。
ま
た
三
芳
町
の
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
や
各
世
代
の
特
性
を
考
慮

し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
計
画
を
期

待
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

な
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

問

第
５
次
総
合
計
画
の
策
定
に
当

た
り
障
が
い
者
や
高
齢
者
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
構
築
す
る
上
で
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
、
長
期
的

な
展
望
を
も
っ
て
持
続
可
能
な
社
会

を
構
築
す
る
ま
ち
づ
く
り
、
更
に
女

性
が
輝
き
、
力
を
発
揮
で
き
る
男
女

共
同
参
画
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど

が
、
第
５
次
総
合
計
画
に
貫
か
れ
る

基
本
的
な
考
え
は
。

三　芳
みらい

公明党

財
政
の
硬
直
化
と
予
算
編
成
に
つ
い
て

町
政
運
営
・
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
・
第
５
次
総
合
計
画
に
つ
い
て
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問

国
は
、
地
方
を
疲
弊
さ
せ
て
き

た
こ
と
を
反
省
せ
ず
、「
地
方
創
生
」

の
新
た
な
看
板
で
国
策
を
地
方
に
押

し
付
け
て
い
る
。
し
か
し
交
付
金
を

有
効
に
活
用
し
、
住
民
の
暮
ら
し
・

福
祉
向
上
に
繋
げ
る
三
芳
町
の
政
策

が
問
わ
れ
る
。
①
安
定
雇
用
の
創
出
、

②
地
方
へ
の
新
し
い
流
れ
づ
く
り
、

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
考
え
方
は
。

問

当
面
の
事
業
と
し
て
、
三
富
新

田
観
光
促
進
、
藤
久
保
地
域
拠
点
整

備
、
子
育
て
応
援
等
が
提
起
さ
れ
て

い
る
が
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
。

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
フ
ル
化
整

備
事
業

問

全
体
の
費
用
が

20
億
円
と
増
え
て
い
る

理
由
に
つ
い
て
。

問

町
の
説
明
時
に
、

①
生
活
道
路
へ
の
交
通

安
全
対
策
が
な
い
②
物

流
倉
庫
な
ど
の
進
出
で

自
然
破
壊
が
危
惧
さ
れ

る
③
費
用
対
効
果
が
曖

昧
だ
な
ど
指
摘
さ
れ

問

調
整
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い

て
で
は
、
４
年
間
進
め
て
き
た
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
で
完
了
し
た
も
の
、
継
続

す
る
も
の
、
中
止
し
た
も
の
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
新
た
な
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
「
未
来
創
造
プ
ラ
ン
」
に
な
っ
た

の
か
。

問

「
大
胆
な
事
務
事
業
の
見
直
し
」

「
公
共
施
設
の
統
廃
合
」
等
、
削
減
は

あ
る
が
税
収
を
増
す

取
り
組
み
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
考
え
て

い
る
の
か
。

問

第
５
次
総
合
計

画
の
策
定
に
向
け
て

だ
が
、
第
４
次
総
合

計
画
の
達
成
度
の
把

握
と
第
５
次
総
合
計

画
に
向
け
て
継
続
す

る
も
の
と
新
規
に
取

り
組
む
も
の
は
何
か
。

問

豊
か
な
生
涯
学

習
を
育
む
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
だ
が
、

中
学
生
海
外
派
遣
事

業
に
つ
い
て
、
こ
の

た
。
住
民
と
の
合
意
形
成
は
取
れ
た

と
言
え
る
の
か
。

問

緑
豊
か
で
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
掲
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
物

流
な
ど
の
開
発
で
な
く
、
子
育
て
・

高
齢
者
福
祉
施
設
の
建
設
な
ど
、
雇

用
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
施
策
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

行
政
改
革
大
綱
と
暮
ら
し
へ
の

影
響問

大
綱
に
は
、
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
を
適
正
に
活
用
し
、
既
存
の
事
務

事
業
の
縮
小
・
廃
止
・
改
善
が
う
た

わ
れ
、
新
年
度
子
育
て
・
高
齢
者
へ

の
助
成
事
業
が
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い

る
。
理
由
に
つ
い
て
。

問

大
綱
の
中
に
は
、「
民
間
活
力

の
導
入
」「
受
益
者
負
担
の
適
正
化
」

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
事
業

は
何
か
。

３
年
間
中
学
生
海
外
派
遣
復
活
後
マ

レ
ー
シ
ア
へ
の
訪
問
だ
が
、
以
前
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
訪
問
も
し
て

い
た
が
、
今
後
他
の
国
へ
の
訪
問
の

検
討
、
生
徒
た
ち
の
希
望
や
意
見
等

聞
い
て
い
る
の
か
。
ま
た
聞
く
予
定

は
あ
る
の
か
。

問

交
通
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
だ

が
、
啓
発
運
動
と
し
て
実
施
し
て
い

る
二
市
一
町
の
交
通
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
内
容
、
今
後
の
予
定
は
。

問

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

フ
ル
化
計
画
に
伴
う
環
境
整
備
に
つ

い
て
は
具
体
的
に
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

日　本
共産党

無会派

「
地
方
創
生
」
と
三
芳
町
の
取
り
組
み

未
来
創
造
プ
ラ
ン
・
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
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請願・陳情・要望

「
三
芳
野
病
院
前
に

バ
ス
の
停
留
所
を
設

置
す
る
請
願
」

●
請
願
趣
旨

　
病
院
利
用
者
や
近
隣
住
民
の

た
め
に
、
バ
ス
停
が
公
共
施
設

前
に
ひ
と
つ
増
え
る
事
で
高
齢
者

の
方
々
や
、
病
で
歩
行
困
難
な

方
々
、
買
い
物
や
お
出
か
け
に
よ

る
日
常
生
活
の
利
便
性
向
上
を

鑑
み
、
請
願
す
る
も
の
で
す
。

●
審
議
経
過

　

本
請
願
は
、
平
成
26
年
９
月

議
会
に
出
さ
れ
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
し
審
査
し
た
結
果
、
試

行
運
転
を
開
始
す
る
デ
マ
ン
ド
交

通
の
結
果
を
反
映
す
る
な
ど
で
、

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ラ
イ
フ
バ
ス
の
公
共
性
と
高

齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
の
病

院
利
用
を
考
慮
す
る
一
方
で
、

地
域
住
民
の
要
望
で
あ
る
通
学

路
の
交
通
安
全
や
通
勤
時
の
バ

ス
遅
延
等
を
考
え
、
朝
夕
の

ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
乗
り
入
れ
を

し
な
い
運
行
を
付
記
し
バ
ス
停

の
設
置
を「
採
択
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

●
審
議
結
果

　
こ
の
委
員
会
及
び
少
数
意
見

の
留
保
の
報
告
を
受
け
、
本
議

会
で
審
査
し
た
結
果
『
採
択
』

と
決
定
致
し
ま
し
た
。

「
辺
野
古
新
基
地
建

設
工
事
の
即
時
中
止

と
移
設
の
断
念
並
び
に
普

天
間
飛
行
場
の
閉
鎖
・
撤

去
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る
請
願
に
つ

い
て

●
請
願
趣
旨

　
国
土
面
積
の
0
・
6
％
に
過

ぎ
な
い
沖
縄
県
に
日
本
の
米
軍

施
設
の
74
％
が
集
中
し
て
い
る
。

そ
の
沖
縄
県
民
が
選
択
し
た

①�

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
即
時

中
止
と
基
地
移
設
断
念
。

②�

普
天
間
飛
行
場
の
閉
鎖・撤
去
。

③�

名
護
市
長
選
、名
護
市
議
選
、

沖
縄
県
知
事
選
、
総
選
挙
の

結
果
を
尊
重
し
民
主
主
義
を

守
る
こ
と
。

　
以
上
を
三
芳
町
と
し
て
国
に

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
。

●
審
議
経
過
及
び
結
果

　
本
請
願
は
、
本
議
会
に
直
接

審
議
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
本

請
願
は
『
不
採
択
』
と
決
定
致

し
ま
し
た
。

「
集
団
的
自
衛
権
を

容
認
す
る
閣
議
決
定

の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
陳
情

●
陳
情
主
旨

　
平
成
26
年
７
月
１
日
に
安
倍

内
閣
は
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

を
容
認
す
る
憲
法
解
釈
を
「
閣

議
決
定
」
し
た
。
現
憲
法
制
定

以
降
、
政
府
は
一
貫
し
て
集
団

的
自
衛
権
は
認
め
ら
れ
な
い
と

の
立
場
を
崩
さ
ず
に
き
た
。
し

か
し
、
こ
の
重
大
な
解
釈
の
変

更
を
国
民
に
問
う
こ
と
な
く
閣

議
決
定
し
た
こ
と
を
撤
回
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
る
陳
情
。

●
審
議
経
過

　
本
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
審
査
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
国
会
の
議
論

は
進
ん
で
お
り
関
連
法
案
整
備

の
中
で
自
衛
隊
の
無
原
則
的
に

出
動
し
な
い
よ
う
歯
止
め
を
か

け
る
べ
き
、
閣
議
決
定
の
撤
回

は
遅
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

に
は
新
た
な
提
案
が
必
要
だ
と

意
見
等
が
出
さ
れ
、
採
決
の
結

果
「
採
択
す
べ
き
も
の
」
と
決

定
致
し
ま
し
た
。

請

願

陳
情
・
要
望

細
田
議
員

　

今
後
、
益
々
三
芳
町
に
お

い
て
も
高
齢
化
が
進
み
病
院

に
通
院
、
面
会
に
来
る
方
々

が
増
え
て
い
く
中
、
交
通
手

段
と
い
う
も
の
は
大
変
重
要

で
あ
る
。
特
に
こ
の
地
域
に

は
三
芳
野
病
院
以
外
に
も
特

別
養
護
施
設
が
隣
接
し
面
会

に
来
る
方
も
多
数
み
ら
れ
る
。

住
み
や
す
い
三
芳
町
を
目
指

す
意
味
に
お
い
て
も
停
留
所

を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

　

平
成
22
年
度
実
施
の
三
芳

町
住
民
意
識
調
査
で
、
町
に

住
み
続
け
た
く
な
い
理
由
の

51
％
が
交
通
が
不
便
、
29
％

が
買
物
等
日
常
生
活
が
不
便
、

29
％
が
医
療
や
福
祉
、
介
護

の
不
安
と
い
う
結
果
が
出
た
。

　

そ
の
点
、
こ
の
場
所
に
は

総
合
病
院
を
中
心
に
介
護
施

設
や
自
治
会
等
が
あ
り
、
利

便
性
向
上
に
は
是
非
必
要
な

バ
ス
停
留
所
で
あ
る
。

賛
成

秋
坂
議
員

賛
成

採　択

不採択

不採択
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意見書・傍聴席から

傍聴席から

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
す
こ
や
か
に
育

つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
食
生
活

や
保
育
に
つ
い
て
大
事
な
こ
と
が
質
問
さ
れ
、
町

の
担
当
課
長
さ
ん
も
真
摯
に
答
弁
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
安
全
、
安
心
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
も
高
齢
者

の
一
人
と
し
て
ひ
と
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。�

（
藤
久
保　
Ｓ
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
三
芳
町
、
住
民
の
声
を
討
議
し
て
頂
き
、
ま
だ

ま
だ
三
芳
町
財
政
が
厳
し
い
中
で
す
が
、
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
良

か
っ
た
で
す
。�

（
藤
久
保　
Ｍ
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
よ
り
良
い
町
づ
く
り
を
考
え
、
町
政
と
議
員
と

し
っ
か
り
と
し
た
議
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
町

民
と
し
て
大
変
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

も
っ
と
多
く
の
方
が
町
政
に
関
心
を
持
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。�

（
藤
久
保　
Ｈ
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
よ
り
良
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
し
っ
か
り
調
査

を
し
て
質
問
、
提
案
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に
期
待
し
ま
す
。

�

（
藤
久
保　
Ｎ
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

質
問
通
告
書
に
対
し
て
の
答
弁
が
課
に
よ
っ

て
は
前
も
っ
て
試
算
を
出
し
て
い
な
か
っ
た
り

積
極
的
に
調
査
さ
れ
た
上
で
の
発
言
は
な
か
っ

た
り
と
、
意
欲
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う

に
は
感
じ
ら
れ
な
く
て
と
て
も
残
念
に
思
う
。

�

（
北
永
井　
Ｏ
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
他
に
も
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
一
部
を
紹
介
し
ま
し
た
。

３月定例会を傍聴された
方からご意見・ご感想を
いただきました。

日　程 人数

本
会
議

2 月 25日 5
3月� �2 日 14
3月� �5 日 43
3月� �6 日 11
3月 12日 3
3月 23日 10

委
員
会

2 月 25日 （総務） 0
3月� �3 日 （議運） 0
3月� �6 日 （全協） 0
3月� �6 日 （総務） 4
3月� �9 日 （定数） 3
3月 11日 （議運） 0
3月 12日 （予算） 0
3月 13日 （予算） 1
3月 15日 （予算） 9
3月 16日 （予算） 1
3月 17日 （予算） 0
3月 18日 （予算） 0
3月 18日 （改革） 1
3月 19日 （広報） 0
3月 20日 （全協） 0
3月 20日 （議運） 0
3月 23日 （議運） 0
合　計 105

３月定例会の傍聴者数

●
審
議
結
果

　

こ
の
委
員
会
の
報
告
を
受

け
、
本
議
会
で
審
議
し
た
結
果
、

本
陳
情
は
『
不
採
択
』
と
し
ま

し
た
。「

三
芳
野
病
院
前
に

バ
ス
停
を
設
置
し
な

い
要
望
書
」

●
要
望
主
旨

　
病
院
前
の
道
路
の
幅
員
が
狭

く
、
児
童
の
通
学
路
に
指
定
さ

れ
、
ま
た
近
隣
の
生
活
道
路
と

な
っ
て
お
り
、
バ
ス
の
乗
り
入

れ
が
実
施
さ
れ
る
と
交
通
事
故

の
危
険
性
が
増
大
す
る
た
め
バ

ス
停
の
設
置
を
認
め
な
い
要
望
。

●
審
議
経
過
と
結
果

　
停
留
所
の
設
置
を
求
め
る
請

願
に
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
交

通
安
全
を
考
慮
し
乗
り
入
れ
を

し
な
い
こ
と
を
付
記
す
る
こ
と

等
の
意
見
が
出
さ
れ
「
不
採
択

す
べ
き
も
の
」
と
決
定
さ
れ
、

本
議
会
で
審
査
の
結
果
『
不
採

択
』
と
決
定
致
し
ま
し
た
。

教
育
長
よ
り
教
育
方
針

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た

　

議
会
改
革
の
一
環
に
よ

り
、
町
長
の
施
政
方
針
の

発
表
に
引
き
続
き
、
教
育

長
の
教
育
方
針
の
発
表
が
、

今
回
初
め
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設

及
び
貸
与
型
奨
学
金
制
度
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

　
学
ぶ
意
欲
の
あ
る
学
生
が
経

済
的
な
理
由
で
就
学
を
断
念
す

る
こ
と
な
く
、
誰
も
が
安
心
し

て
高
等
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
現
行
の
奨
学
金
制
度
を
見
直

し
、
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創

設
及
び
、
無
利
子
奨
学
金
制
度

（
返
済
猶
予
期
間
・
返
済
方
法

の
見
直
し
等
も
含
む
）
の
拡
充

を
図
り
、
早
期
対
策
を
講
じ
ら

れ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

　
　
　
（
提
出
先
）

　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣

　
　
　
　
　
衆
議
院
議
長

　
　
　
　
　
参
議
院
議
長

不採択

意

見

書
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２
月
25
日
か
ら
開
催
さ
れ
た

平
成
27
年
第
２
回
定
例
会
は
３

月
23
日
ま
で
の
約
１
ヶ
月
間
行

わ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
会
計
予
算
は

委
員
会
方
式
で
審
議
さ
れ
、
日
曜
日
も
開

催
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
皆

様
に
傍
聴
に
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。
質
疑

に
も
大
変
熱
が
入
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、一
般
質
問
は
９
人
の
議
員
が
行
い
、

町
政
全
般
に
わ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
の

立
場
か
ら
、
違
っ
た
観
点
で
質
問
を
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
も
多
く
の
皆
様
に
傍
聴
に
お

越
し
下
さ
い
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も「
開
か
れ
た
議
会
」

を
目
指
し
議
員
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会�　

委
員　
細
田

委��

員��

長　
吉　
村　
美
津
子

副
委
員
長　
久　
保　
健　
二

委　
　
員　
石　
田　
豊　
旗

委　
　
員　
細　
田　
家　
永

委　
　
員　
小　
松　
伸　
介

委　
　
員　
山　
口　
正　
史

委　
　
員　
秋　
坂　
　
　
豊

編集
後記

　中央公民館見学会が行われました。
５月３日に開館記念式典・５月15日
に開館します。

月

日
金

３

27

三
芳
町  

議
会
だ
よ
り
第 

156 

号

http://www.town.saitama-miyoshi.lg.jp/gikai/ホームページ 三芳町議会

（月）６ 月 １ 日
開会の予定です

皆様の傍聴をお待ちしております 詳しくは、議会事務局まで
お問い合わせください。

6/26（金）
　締切
6/26（金）
　締切

次の議会定例会は

議会だよりの表紙写真を
募集します！

表
彰
さ
れ
ま
し
た

全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ

り
自
治
功
労
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議員27年以上として町村議会議員特別表彰

杉本　しげ 議員内藤美佐子 議員




